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京都大学 京都市との連携事例

（研究者の経歴）

■ この連携に携わった研究者

京都市では、児童・生徒一人一台の端末整備が加速してお
り、テスト等をコンピュータで実施するCBT（Computer Based 
Testing）も行われるなど、データを蓄積できる環境も整ってき
ていることに加えて、大学においても、そのデータを活かすた
めに教育現場におけるＡＩ活用の研究も進展している。
一方で、学校教育現場では、ＡＩが解析したデータに児童・

生徒（学習者）が納得できなければ、主体的な学習への意欲
が引き出せないという課題が存在。

ＡＩが解析したデータとして、単に問題が自動的に提示される
だけではなく、学習者がより納得して課題に取り組めたり、先生
が児童生徒のつまづきを把握して適切な指導を行えるよう、よ
り学習・指導に有効な分析データを導き出す「説明できるＡＩ」の
開発を行うほか、実証研究を実施している。
京都市と連携（実証校でのシステム導入）を行い、ＡＩシステム

の開発・実証を通じて、教育現場で本当に活用されるための教
育ＡＩ技術の確立を目指していく。
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